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八
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出
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問
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七

号

オ
ス
プ
レ
イ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
沖
で
の
墜
落
事
故
後
に
事
故
原
因
の
究
明
と
報
告
が
行
わ
れ
な
い
中
で

政
府
が
飛
行
を
中
止
さ
せ
得
る
法
的
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

仲

里

利

信
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オ
ス
プ
レ
イ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
沖
で
の
墜
落
事
故
後
に
事
故
原
因
の
究
明
と
報
告
が
行
わ
れ
な
い
中
で

政
府
が
飛
行
を
中
止
さ
せ
得
る
法
的
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
八
月
五
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
沖
で
輸
送
揚
陸
艦
へ
の
着
艦
訓
練
を
行
っ
て
い
た
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落
す
る
重
大

事
故
が
発
生
し
た
。
こ
の
事
故
を
受
け
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
は
、
米
側
に
対
し
て
日
本
国
内
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
自
粛

を
求
め
た
が
、
在
沖
米
海
兵
隊
は
意
に
介
せ
ず
、
事
故
原
因
を
究
明
せ
ず
、
ま
た
県
民
へ
の
説
明
も
一
切
な
い
ま
ま
に
七
日
、

沖
縄
県
内
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
を
強
行
・
継
続
し
た
。

こ
の
よ
う
な
米
軍
の
傍
若
無
人
な
行
為
に
対
し
て
、
政
府
は
国
内
法
及
び
国
際
法
に
照
ら
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
べ

き
で
あ
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

政
府
が
航
空
機
の
飛
行
禁
止
を
指
示
し
た
耐
空
性
改
善
通
報
に
関
す
る
最
近
の
事
例
に
つ
い
て
政
府
の
承
知
す
る
と
こ
ろ

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
同
通
報
の
目
的
や
趣
旨
に
照
ら
し
て
み
た
場
合
、
墜
落
事
故
を
起
こ
し
た
飛
行
機
と
同
型
機
の
飛

行
は
禁
止
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
や
方
針
を
政
府
が
有
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
認
識
と
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



二

航
空
法
第
十
一
条
に
よ
る
有
効
な
耐
空
証
明
を
受
け
た
航
空
機
で
な
け
れ
ば
我
が
国
の
領
空
で
の
飛
行
が
認
め
ら
れ
な
い

が
、
一
方
、
自
衛
隊
法
第
百
七
条
及
び
日
米
地
位
協
定
の
実
施
に
伴
う
航
空
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
項
に
基
づ
き
自

衛
隊
機
及
び
在
日
米
軍
機
は
同
規
定
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
航
空
機
の
安
全
性
等
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
航
空
機
よ
り
飛
行
頻
度
や
運
用
回
数
が

格
段
に
高
い
自
衛
隊
機
及
び
在
日
米
軍
機
を
除
外
す
る
こ
と
は
到
底
納
得
で
き
な
い
措
置
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
自
衛
隊
機
及

び
在
日
米
軍
機
を
除
外
す
る
理
由
や
経
緯
に
つ
い
て
政
府
の
認
識
と
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

国
際
法
上
、
我
が
国
の
領
域
の
上
空
（
領
空
）
の
飛
行
は
我
が
国
の
許
可
を
必
要
と
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
今
回
小
野
寺
防
衛
大
臣
が
米
軍
に
対
し
て
行
っ
た
「
日
本
国
内
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
自
粛
」
と
は
国
際
法

に
照
ら
し
て
全
く
根
拠
の
な
い
行
為
で
あ
り
、
主
権
国
と
し
て
の
権
利
を
自
ら
放
棄
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
な
ぜ
政
府
は
国
際
法
で
認
め
ら
れ
た
主
権
国
家
と
し
て
の
権
利
を
放
棄
し
、
自
粛
要
請
に
及
ん
だ
の
か
、
そ
の
根
拠
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

質
問
三
に
関
連
し
て
、
日
米
安
保
条
約
第
六
条
及
び
日
米
地
位
協
定
第
五
条
に
よ
り
、
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
の
中
止

を
政
府
が
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
国
民
の
安
全
と
安
心
、
生
命
、
財
産
を
損
な
い
か
ね
な
い

二



も
の
で
あ
り
、
憲
法
第
十
三
条
及
び
二
十
五
条
に
反
す
る
取
り
決
め
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
と
見
解
を
答
え
ら
れ
た

い
。

五

在
日
米
軍
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
我
が
国
の
航
空
法
や
そ
の
他
関
連
法
等
の
制
約
や
規
制
を
全
く
受
け
ず
に
、

自
由
に
飛
行
や
離
発
着
、
そ
の
他
訓
練
を
行
い
得
る
の
か
、
日
米
地
位
協
定
第
三
条
に
お
い
て
、
合
衆
国
は
「
日
本
国
の
領

域
内
の
航
空
を
不
必
要
に
妨
げ
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
か
ら
、
政
府
の
認
識
と
見
解
を
答
え
ら
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

三


